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」

目
　
次

は
じ
め
に

一
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
「
器
量
」
と
「
器
用
」

1
、
「
器
量
」
　
に
つ
い
て

2
、
「
器
用
」
　
に
つ
い
て

二
、
室
町
時
代
の
「
器
量
」
と
「
器
用
」

1
、
「
器
用
」
　
の
勢
力
の
拡
大

2
、
「
器
量
」
　
に
つ
い
て

3
、
「
器
量
」
　
か
ら
「
器
用
」
　
へ

お
わ
り
に

来
　
　
田

隆

は
じ
め
に

「
器
用
」
と
い
う
語
が
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
　
の
「
尾
長
鳥
と
孔
雀
の
事
」
で
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
（
前
略
）
孔
雀
さ
し
出
て
言
ふ
は
、
「
願
は
く
は
、
我
を
帝
王
と
仰
が
れ
よ
か
し
。
と
て
も
各
々
の
中
に
、
わ
が
矧
厨
（
q
i
y
①
）
に
似
た
方
々



も
あ
る
ま
い
」
と
言
ふ
。
そ
の
時
、
尾
長
烏
、
「
孔
雀
の
仰
せ
、
近
比
聞
こ
え
ぬ
次
第
ぢ
ゃ
。
も
し
鷲
な
ど
の
や
う
な
わ
や
く
人
、
我
ら

に
取
。
掛
け
、
「
大
事
に
及
ば
せ
う
ず
る
時
、
貴
所
の
、
そ
の
翼
の
美
し
う
光
る
ば
か
り
で
は
、
防
ぎ
得
さ
せ
ら
れ
ま
い
ぞ
。
生
得
人

を
治
む
る
者
は
、
そ
の
器
用

－
（
q
i
y
①
）
に
は
よ
ら
ぬ
。
そ
の
身
に
備
は
る
智
才
と
、
心
の
勇
気
に
窮
ま
る
ぞ
」
と
言
う
て
、
群
集
の
前
で

散
々
に
恥
を
か
か
せ
た
。
（
4
9
2
～
現
）

こ
の
「
器
用
」
の
意
味
は
、
「
下
心
」
に
、

○
人
民
を
司
る
者
は
、
色
身
の
美
麗
な
ば
か
り
で
は
す
ま
ぬ
。
尾
長
鳥
の
言
ふ
ご
と
く
、
賢
才
に
よ
る
ぞ
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
色
身
の
美
麗
な
さ
ま
」
に
相
当
す
る
舎
外
貌
》
の
意
を
表
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
、
『
日
葡
辞
書
』
で
は
「
器
用
・
器
用
人
・
器
用
ナ
」
が
見
出
し
語
に
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
の
解
説
に
も
弄
貌
》

の
意
味
の
記
述
が
な
い
（
カ
ッ
コ
内
は
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』
の
訳
）
。

O
Q
i
y
P
醇
註
叫
計
計
（
技
能
に
長
じ
て
い
る
こ
と
）

O
Q
i
y
晋
㌣
〔
1
y
g
m
O
n
〇
・
辞
学
習
二
等
こ
註
註
計
厨
鮎
ご
意
膏
諌
‥
熟
練
し
た
腕
前
と
才
能
を
そ
な
え
た
人
）

O
Q
i
y
富
．
－
二
已
y
晋
＝
ぎ
忘
訂
累
恥
隷
這
裏
罫
＝
熟
練
し
た
腕
前
と
才
能
を
そ
な
え
た
（
人
）
）

〓
ぺ
「
容
姿
や
風
采
の
よ
い
さ
ま
」
を
表
わ
す
語
と
し
て
は
「
器
量
」
が
あ
。
、
『
日
葡
辞
書
』
で
は
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

O
Q
i
r
i
P
G
邑
ぎ
・
（
優
雅
）
吉
富
ご
ざ
こ
尊
鼠
単
二
表
示
量
恥
訂
註
謀
計
（
ま
た
、
よ
い
性
質
、
す
ぐ
れ
た
才
能
）
ゴ

Q
i
r
i
冨
f
i
t
O
．
無
毒
等
ふ
雪
＝
琶
き
ざ
き
和
音
註
（
容
姿
と
風
采
の
よ
い
人
）
毒
r
I
＝
O
t
g
a
r
a
・
G
邑
叫
貫
鮎
ふ
忌

魯
嘗
思
0
－
き
ざ
莞
計
3
蛍
＝
優
雅
な
こ
と
、
よ
い
性
質
、
ま
た
は
、
よ
い
体
つ
き
）

室
町
時
代
に
於
い
て
「
器
量
」
と
「
器
用
」
と
が
通
用
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
森
田
（
一
九

七
六
）
は
、
バ
レ
ト
の
『
難
語
句
解
』
に
「
Q
I
y
冨
n
t
I
－
e
Z
a
…
－
」
と
あ
る
こ
と
に
関
連
し
て
、
g
I
n
t
i
－
e
N
a
は
g
e
ロ
t
i
－
e
Z
a
と
同
じ
で
、
優

雅
・
上
品
さ
の
意
で
あ
っ
て
人
格
・
風
采
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
『
日
葡
辞
書
』
の
「
器
量
」
の
解
説
に
g
i
邑
e
N
a
が

「
器
　
量
」
と
「
器
　
用
」
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二
六
八

用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
器
用
」
は
「
器
量
」
と
似
た
、
姿
形
や
風
采
の
よ
さ
の
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
説
か
れ
、
そ
の
実
例
と
し
て

前
掲
の
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
の
「
器
用
」
を
は
じ
め
、
『
太
平
記
』
や
御
伽
草
子
『
猿
源
氏
草
紙
』
（
器
用
骨
柄
）
か
ら
引
例
さ
れ
て
い
る
。

『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
に
は
も
う
一
例
「
器
用
」
が
あ
る
。
「
狗
と
馬
の
事
」
で
、
狗
が
主
人
か
ら
可
愛
が
ら
れ
て
い
る
の
を
み
た
馬
が

自
分
も
可
愛
が
ら
れ
よ
う
と
狗
の
真
似
を
し
て
主
人
の
口
を
舐
ぶ
り
な
ど
し
た
と
こ
ろ
、
主
人
か
ら
打
解
さ
れ
て
厩
に
追
い
返
さ
れ
た
と
い

う
話
で
あ
る
が
、
そ
の
下
心
に
、

○
わ
が
身
の
剣
惑
蘭
画
（
b
u
q
i
r
i
g
a
）
こ
と
を
ば
顧
み
い
で
、
人
の
器
魂
廟
（
q
i
y
空
と
、
主
人
に
愛
せ
ら
る
る
こ
と
を
羨
む
者
は
、
た
ち
ま

ち
恥
を
か
い
て
、
退
く
も
の
ぢ
ゃ
。
（
4
5
1
）

と
あ
る
。
大
塚
（
一
九
八
三
）
は
こ
の
「
無
器
量
」
に
つ
い
て
、
「
和
ら
げ
」
の
「
ブ
キ
リ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
、
ス
ク
ヤ
カ
ニ
ナ
イ
モ
ノ
、
ま
た
は
、

ミ
ニ
ク
イ
モ
ノ
」
に
通
う
け
れ
ど
も
、
『
和
漢
通
用
集
』
で
は
「
器
量
」
に
「
人
の
こ
つ
が
ら
也
」
、
「
器
用
」
に
「
大
鉢
こ
つ
が
ら
也
」
と
、

ほ
ぼ
同
意
の
注
を
あ
た
え
て
い
て
、
こ
の
「
無
器
量
」
も
、
「
才
能
」
と
も
「
容
姿
に
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
」
と
も
取
れ
る
と
注
し
て
お
ら
れ

る
。
と
な
れ
ば
、
あ
と
に
続
く
「
器
用
」
も
、
「
す
ぐ
れ
た
容
姿
」
の
意
と
も
と
り
得
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
大
塚
（
一
九
九
八
）
で
は
、

「
容
姿
に
す
ぐ
れ
て
い
る
」
意
を
表
す
「
器
用
」
の
例
を
『
四
河
入
海
』
『
毛
詩
抄
』
『
玉
塵
』
か
ら
引
か
れ
、
『
宗
安
小
歌
集
』
の

○
黄
金
庫
取
ら
う
か
樹
用
l
の
よ
い
殿
取
ら
う
か
、
い
や
、
俺
や
、
よ
か
ら
う
、
樹
矧
の
よ
か
ら
う
、
貧
な
殿
を
（
二
二
〇
）

も
「
才
能
」
と
と
る
よ
り
も
、
「
恰
好
よ
い
」
意
と
と
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い
か
と
説
か
れ
て
い
る
。

室
町
時
代
に
於
い
て
、
「
器
用
」
に
「
容
姿
・
風
采
の
よ
さ
」
を
表
す
例
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
通
用
が
い
つ
か
ら
起
こ
っ
た
の
か
、
ま
た
、
な
ぜ
そ
れ
が
起
こ
っ
た
の
か
と
な
る
と
未
だ
十
分
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

本
稿
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い
て
考
察
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
室
町
時
代
以
前
を
そ
の
対
象
と
し
て
い
る
。



一
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
「
器
量
」
と
「
器
用
」

1
、
「
器
量
」
に
つ
い
て

「
器
量
」
は
、
渠
（
一
九
九
六
）
に
よ
る
と
『
寧
楽
遺
文
』
に
そ
の
用
例
が
あ
。
、
奈
良
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
た
語
で
あ
る
。
今
、
『
平

安
遺
文
』
を
C
D
・
R
O
M
版
で
検
索
す
る
と
、
＝
例
の
「
器
量
」
が
あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
又
於
供
僧
職
者
、
一
期
之
剋
択
其
樹
量
l
、
可
譲
門
弟
也
。
（
山
城
園
長
福
寺
縁
起
井
資
財
帳
治
承
二
年
二
月
廿
三
日
）

○
但
於
預
所
者
、
門
迩
之
中
、
以
其
矧
劃
者
、
可
令
知
行
之
状
、
如
件
。
（
僧
観
性
寄
進
状
元
暦
元
年
五
月
十
五
日
）

○
就
中
於
講
経
免
者
、
薗
到
之
僧
徒
等
、
可
令
領
掌
之
処
、
…
（
肥
前
国
留
守
所
下
文
案
嘉
応
二
年
三
月
十
日
）

こ
れ
ら
の
「
器
量
」
は
い
ず
れ
も
「
特
定
の
職
務
を
果
た
す
こ
と
の
で
き
る
能
力
・
力
量
」
あ
る
い
は
、
「
そ
の
よ
う
な
能
力
・
力
量
が
あ
る

さ
ま
」
の
意
を
表
わ
し
て
い
る
。

鎌
倉
時
代
に
於
い
て
も
、
「
器
量
」
の
用
例
の
殆
ど
は
『
平
安
遺
文
』
の
場
合
と
同
様
の
意
味
・
用
法
で
あ
る
。
鎌
倉
幕
府
法
で
は
次
の
よ

う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

二

〇
一
未
虞
分
跡
事
右
且
随
二
奉
公
之
深
浅
l
且
礼
矧
劃
堪
否
哀
任
二
時
宰
可
レ
被
＝
分
充
奏
。
（
平
林
治
徳
氏
蔵
御
成
敗
式
目
康
永
二
年
写

第
二
七
条
）

○
右
、
於
二
寺
務
職
考
以
l
醜
聞
功
績
之
人
」
可
レ
被
二
撰
補
乏
虞
、
不
レ
謂
二
器
魂
畢
不
レ
顧
二
若
輿
窓
称
レ
有
二
師
範
之
譲
J
管
二
領
一
寺
パ

（
追
加
法
　
鎌
倉
申
請
堂
別
当
職
事
　
仁
治
三
年
十
二
月
五
日
　
1
4
1
ぺ
）

○
縦
錐
レ
為
＝
師
譲
」
不
レ
可
レ
被
レ
免
二
許
非
器
之
輩
J
錐
レ
為
二
惑
葛
之
仁
」
不
レ
可
レ
被
レ
用
二
濫
僧
之
譲
バ
　
（
追
加
法
諸
堂
供
僧
等
事
暦
仁

元
年
一
二
月
七
日
1
0
5
ぺ
）

○
早
任
l
尭
御
下
知
之
旨
い
停
二
止
男
女
之
相
伝
J
可
レ
補
二
親
劃
之
僧
徒
乏
由
、
普
可
レ
被
レ
相
1
1
触
之
パ
（
迫
加
法
富
士
下
方
内
諸
社
供
僧
職

「
器
　
量
」
と
「
器
　
用
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

事
　
寛
元
二
年
十
二
月
二
日
　
1
5
3
ペ
）

こ
れ
ら
の
「
器
量
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
『
御
成
敗
式
目
』
に
対
す
る
室
町
時
代
の
抄
物
の
記
述
が
参
考
に
な
る
。
例
え
ば
、
東
大
総
合

図
書
館
蔵
『
御
成
敗
式
目
（
注
）
』
（
池
辺
本
）
で
は
、
検
非
違
使
と
い
う
官
位
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

フ

タ

イ

匝

川

匝

け

サ

イ

カ

ン

ユ

ウ

シ

ヨ

ク

キ

ン

シ

ユ

ヨ

ウ

ギ

　

フ

ユ

ウ

○
（
検
非
違
使
ト
云
官
ハ
エ
其
外
譜
弟
・
器
量
・
才
幹
・
有
職
・
近
習
・
容
儀
・
富
有
、
此
七
徳
ソ
ナ
ワ
リ
タ
ル
人
ノ
任
ス
ル
官
ナ
レ
ハ
、

関
東
ノ
御
一
行
ナ
シ
ト
モ
、
埋
運
ナ
ル
ベ
シ
。
（
3
9
オ
）

検
非
違
使
の
官
た
る
べ
き
資
格
の
七
徳
の
な
か
に
、
「
才
幹
」
や
「
容
儀
」
と
と
も
に
「
器
量
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
才
幹
」
は
「
工
夫

の
才
が
あ
っ
て
、
よ
く
つ
と
め
励
む
こ
と
」
（
邦
訳
日
葡
）
の
意
で
あ
り
、
《
能
力
》
に
近
い
意
味
で
あ
る
ゆ
え
、
「
器
量
」
は
単
な
る
能
力
を

意
味
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
宣
賢
の
『
式
目
抄
（
古
活
字
本
）
』
で
は
第
二
七
条
の
「
器
量
」
を
次
の
よ
う
に
解

説
す
る
。

○
矧
薗
ト
ハ
、
君
ハ
君
タ
ル
器
二
堪
、
臣
ハ
臣
タ
ル
器
二
堪
タ
ル
ヲ
云
、
仮
令
、
管
領
ハ
管
領
ノ
器
二
タ
へ
、
守
護
ハ
守
護
ノ
器
二
タ
へ
、

尊
卑
共
ニ
ヲ
ノ
く
位
二
堪
タ
ル
ヲ
器
量
ト
云
、
縦
ヒ
万
能
二
達
ト
モ
、

己
カ
ス
ヘ
キ
業
ヲ
ヱ
セ
ス
バ
、
非
器
ノ
人
也
、

又
、
諸
芸
ニ

闇
ト
モ
、
己
カ
ス
へ
キ
業
ヲ
ヨ
ク
セ
ハ
、

器
量
ノ
人
也
。
（
中
3
0
ウ
）

「
器
量
」
と
は
「
器
二
堰
へ
」
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
「
縦
ヒ
万
能
二
達
」
し
て
い
ず
、
「
諸
芸
二
闇
」
く
と
も
、
「
己
ガ
ス
ベ
キ
業
ヲ
ヨ
ク
」
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
を
「
器
量
ノ
人
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
器
量
」
の
意
味
す
る
《
能
力
・
力
量
》
は
、
《
そ
の
地
位
や
役
割

を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
み
た
、
能
力
・
力
量
》
で
あ
り
、
ま
た
、
《
そ
れ
を
持
っ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
、

そ
れ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
さ
ま
》
を
意
味
す
る
。
『
平
安
遺
文
』
の
例
も
こ
の
意
味
に
於
い
て
理
解
で
き
る
。
こ
れ
を
「
器
量
の
」
と
す
る
。

武
家
家
法
や
武
家
家
訓
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
器
量
」
も
鎌
倉
幕
府
法
の
場
合
と
同
じ
意
味
で
あ
る
。

〇
一
召
仕
バ
ン
者
、
縦
世
々
マ
コ
＼
ロ
≡
∪
□
ロ
ト
モ
、
其
ノ
樹
量
l
こ
ア
ラ
サ
ラ
ン
者
三
大
事
ヲ
云
合
ス
へ
カ
ラ
ス
。
（
六
波
羅
殿
御

家
訓
　
2
オ
1
）



〇
一
方
々
雑
掌
使
節
井
結
番
等
奉
公
事
（
略
）
右
、
或
軋
巡
儀
、
或
依
所
帯
之
分
限
、
且
就
当
座
之
矧
畳
可
動
仕
。
（
宗
像
氏
事
書
正
和

二
年
正
月
九
日
　
1
8
1
ぺ
）

○
た
ゝ
し
セ
ん
と
四
郎
に
ち
と
う
し
き
を
ハ
、
ゆ
つ
る
と
い
へ
と
ん
、
き
り
や
う
な
き

に
よ
て
、
さ
ゑ
も
ん
た
ら
う
ち
か
ひ
ら
ほ
う
こ
う

と
い
1
、
き
り
や
う
あ
る

に
よ
て
、
し
た
い
セ
う
も
ん
を
そ
へ
て
、
ち
と
う
し
き
を
ハ
、
ゆ
つ
り
あ
た
う
と
こ
ろ
な
り
（
青
方
覚
尋
譲
状

案
　
正
応
二
年
三
月
四
日
　
鎌
倉
遺
文
二
二
）

〇
一
十
入
社
人
毎
旦
度
寄
合
、
可
掃
治
社
壇
、
解
怠
之
聾
者
改
易
所
職
、
可
仰
付
矧
薗
之
仁
。
（
竹
崎
季
長
置
文
正
応
六
年
正
月
二
十

三
日
　
3
7
4
ぺ
）

鎌
倉
幕
府
法
と
い
っ
た
法
制
の
文
章
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
武
家
家
法
や
武
家
家
訓
を
離
れ
て
、
説
話
や
歴
史
物
語
・
軍
記
物
語
等

に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
器
量
」
を
見
て
も
、
そ
の
殆
ど
は
右
と
同
じ
意
味
で
あ
り
、
「
器
量
の
」
が
本
源
的
意
味
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

○
父
王
此
魂
薗
ヲ
ハ
カ
リ
テ
、
第
三
ノ
皇
子
ヲ
東
宮
ニ
タ
テ
給
ヒ
ケ
リ
。
（
愚
管
抄
　
砥
・
1
0
）

キ

○
マ
コ
ト
ニ
累
世
清
花
ノ
人
ナ
リ
ト
モ
、
樹
薗
ノ
及
バ
サ
ラ
ム
ニ
ハ
氏
ヲ
継
キ
難
シ
。
（
十
訓
抄
　
上
川
・
9
）

○
タ
ト
ヒ
自
余
ノ
教
法
ス
ク
レ
タ
リ
ト
モ
、
ミ
ツ
カ
ラ
カ
タ
メ
ニ
ハ
、
登
園
オ
ヨ
ハ
サ
レ
ハ
、
ツ
ト
メ
カ
タ
シ
。
（
歎
異
抄
上
空

に

は

　

　

の

　

ー

　

　

す

　

に

は

　

　

　

の

　

　

　

す

○
彼
周
文
継
鉢
器
量
御
在
、
是
又
万
機
元
讐
人
相
御
在
。
（
抄
本
寺
本
曽
我
物
語
一
4
オ
）

○
若
実
ノ
導
師
タ
ル
ベ
キ
謝
薗
ノ
人
、
此
一
三
人
ノ
外
ニ
テ
猶
ヤ
有
ラ
ン
。
（
延
慶
本
平
家
物
語
　
上
望
8
）

し
か
し
な
が
ら
、
用
例
は
少
な
い
け
れ
ど
も
、
「
器
量
Ⅲ
」
と
は
異
な
る
意
味
の
用
例
も
見
ら
れ
る
。

き
り
や
う

○
笛
の
お
ん
薗
園
た
る
に
よ
（
ツ
）
て
、
此
宮
御
相
伝
あ
り
。
（
覚
一
本
平
家
物
語
　
上
聖
1
1
）

き
り
や
う

○
件
の
笛
は
お
ほ
ぢ
忠
盛
笛
の
上
手
に
て
、
鳥
羽
院
よ
り
給
は
ら
れ
た
り
け
る
と
ぞ
聞
え
し
。
経
盛
相
伝
せ
ら
れ
た
り
し
を
、
敦
盛
器
量

た
る
に
よ
（
ツ
）
て
、
も
た
れ
た
り
け
る
と
か
や
。
（
覚
一
本
平
家
物
語
　
下
2
2
2
・
1
）

○
淵
瀬
ヲ
ワ
タ
ル
樹
凰
劃
ノ
馬
ハ
ウ
ス
ヾ
ミ
モ
ヨ
モ
劣
ジ
。
（
延
慶
本
平
家
物
語
　
下
用
・
9
）

「
器
　
　
量
」
と
「
器
　
　
用
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
二

「
笛
の
名
手
」
「
淵
瀬
を
渡
る
こ
と
の
で
き
る
能
力
を
持
っ
た
も
の
」
と
い
っ
た
意
味
で
「
器
量
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
「
器
量
」

は
、
「
器
量
」
Ⅲ
の
《
そ
の
地
位
や
役
割
を
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
》
と
い
う
意
味
特
徴
は
無
く
、
《
そ

（1）

の
方
面
で
の
す
ぐ
れ
た
能
力
や
技
能
　
（
を
持
っ
て
い
る
も
の
）
》
の
意
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
「
器
量
拗
」
と
す
る
。

「
器
量
」
が
単
独
で
《
外
貌
》
を
意
味
す
る
例
は
未
だ
兄
い
だ
し
て
い
な
い
が
、
「
こ
と
が
ら
」
と
連
語
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
る
「
器
量
」

が
あ
る
。

○
き
り
や
う
・
こ
と
が
ら
・
つ
ら
だ
ま
し
ゐ
、
誠
に
い
か
め
し
げ
な
る
も
の
也
。
（
保
元
物
語
　
8
1
・
1
3
）

○
朝
長
生
年
十
六
歳
、
雲
の
上
の
ま
じ
は
り
に
て
、
器
量
・
こ
と
が
ら
ゆ
ふ
に
や
さ
し
く
お
は
し
け
れ
ば
、
刀
の
た
て
ど
も
お
ぼ
え
ず
し

て
、
…
（
平
治
物
語
　
2
5
4
・
4
）

「
こ
と
が
ら
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
は
佐
藤
（
一
九
七
九
）
の
考
察
が
あ
り
、
「
こ
と
が
ら
」
　
（
後
に
は
「
こ
つ
が
ら
」
と
語
形
を
変
え
る
）
」
は
「
外

か
ら
み
た
様
子
・
品
格
」
　
の
意
を
表
わ
す
語
で
あ
っ
て
、
「
み
め
・
こ
と
が
ら
」
「
器
量
・
こ
と
が
ら
」
と
続
け
る
場
合
は
「
人
品
」
　
の
意
と

な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
右
の
例
で
も
「
い
か
め
し
げ
な
る
」
あ
る
い
は
「
優
に
や
さ
し
」
と
形
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
い
ず
れ
も
外

か
ら
見
た
様
子
を
表
す
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
こ
と
が
ら
」
と
と
も
に
用
い
ら
れ
る
に
し
て
も
、
鎌
倉
時
代
に
す
で
に
「
器
量
」
が
《
外
貌
》

の
意
味
を
派
生
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
器
量
畑
」
と
す
る
。
す
ぐ
れ
た
能
力
を
内
に
秘
め
て
お
れ
ば
、
お
の
ず
か

ら
そ
れ
が
外
面
に
も
あ
ら
わ
れ
よ
う
。
「
器
量
」
の
表
す
《
外
貌
》
は
《
内
に
も
っ
て
い
る
す
ぐ
れ
た
能
力
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
の
外
貌
》
の

（2）

意
で
あ
る
。

2
、
「
器
用
」
　
に
つ
い
て

鎌
倉
時
代
以
前
の
文
献
で
は
、
「
器
量
」
　
の
用
例
は
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
「
器
用
」
と
な
る
と
そ
の
用
例
は
大
変

少
な
い
。
『
平
安
遺
文
』
　
に
於
い
て
も
「
器
用
」
　
は
皆
無
で
あ
る
。



「
器
用
」
の
早
い
例
は
、
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
も
引
用
し
て
い
る
次
の
例
で
あ
る
。

に

ス

シ

て

　

ー

　

匿

ラ

モ

レ

た

り

メ

イ

　

　

に

　

　

　

ク

て

テ

ル

　

に

○
既
非
　
器
－
用
自
漏
　
明
－
時
之
禄
」
年
－
齢
漸
傾
満
レ
頭
霜
－
雪
「
半
。
（
身
延
本
本
朝
文
粋
　
六
2
0
8
・
6
）

こ
の
「
器
用
」
の
意
味
は
「
器
量
の
」
と
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。

鎌
倉
時
代
の
文
献
で
も
「
器
用
」
の
用
例
は
少
な
い
。
「
器
量
」
は
容
易
に
兄
い
だ
さ
れ
る
『
鎌
倉
遺
文
』
に
於
い
て
も
「
器
用
」
の
例
は

（3）

ご
く
稀
で
あ
る
。
そ
れ
は
次
の
よ
う
な
用
法
で
あ
る
。

〇
一
、
所
役
事
、
（
略
）
猶
以
違
犯
者
、
召
置
下
於
寺
家
、
可
被
補
任
器
用
之
仁
美
。
（
憲
淳
書
状
案
　
正
応
三
年
四
月
八
日

〇
一
経
田
分
者
、
不
動
社
役
者
、
神
主
僧
相
計
樹
矧
之
人
、
可
持
者
也
。
（
伊
予
岡
八
幡
宮
置
文
写
　
永
仁
五
年
十
一
月

○
於
下
作
職
者
、
経
寺
僧
満
遍
評
議
、
可
付
廉
直
之
矧
矧
。
（
長
賢
寄
進
状
　
徳
治
三
年
二
月
　
三
〇
2
4
0
ペ
）

○
凡
門
資
矧
矧
堆
不
同
、
慈
育
之
志
無
偏
候
。
（
憲
淳
書
状
案
　
徳
治
三
年
九
月
　
三
〇
3
3
3
ペ
）

い
ず
れ
の
「
器
用
」
も
法
制
の
文
章
に
於
け
る
慣
用
と
し
で
の
「
器
量
川
」
と
同
意
で
あ
る
。

二
二
3
7
5
ぺ
）

二
六
7
4
ぺ
）

そ
の
他
に
は
『
保
元
物
語
』
に
次
の
例
が
あ
る
。

き
よ
ヽ
つ

○
我
等
五
六
人
は
皆
一
方
の
大
将
軍
を
承
は
る
べ
き
矧
矧
の
わ
か
者
共
が
、
を
め
ノ
＼
と
頚
を
の
べ
て
、
…
（
1
3
7
・
9
）

以
上
の
如
く
、
「
器
用
」
は
平
安
時
代
か
ら
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
用
例
は
極
め
て
少
な
く
、
「
器
量
」
の
同
義
語
と
し
て
そ
の
背
後
で

細
々
と
生
き
て
い
た
と
い
う
の
が
実
態
の
よ
う
で
あ
る
。

二
、
室
町
時
代
の
器
量
・
器
用

1
、
「
器
用
」
　
の
勢
力
の
拡
大

鎌
倉
時
代
ま
で
は
「
器
量
」
が
多
用
さ
れ
、
「
器
用
」
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
に
な
る
と
様
相
が
逆
転
し
て
、
「
器
用
」
が
多
用
さ

れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
器
　
　
量
」
と
「
器
　
　
用
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
四

今
、
使
用
頻
度
の
み
か
ら
概
観
す
る
な
ら
ば
、
抄
物
の
場
合
は
、
総
索
引
や
『
抄
物
資
料
集
成
』
『
続
抄
物
資
料
集
成
』
の
要
語
索
引
等
に

よ
れ
ば
、
『
百
丈
清
規
抄
』
『
漢
書
列
伝
竺
桃
抄
』
『
漢
書
列
伝
綿
景
抄
』
『
史
記
抄
』
『
古
文
真
宝
彦
龍
抄
』
『
湯
山
聯
句
抄
』
『
山
谷
抄
』
『
中

華
若
木
詩
抄
』
『
毛
詩
抄
』
『
中
興
禅
林
風
月
集
抄
』
で
は
「
器
用
」
ば
か
り
で
あ
る
。
「
器
量
」
と
「
器
用
」
と
を
併
用
す
る
抄
物
は
『
四
河

入
海
』
『
蒙
求
抄
』
『
荘
子
抄
』
『
京
大
本
論
語
抄
』
と
少
数
で
あ
る
。

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
狂
言
資
料
で
も
、
『
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
』
は
「
器
量
」
4
の
み
で
あ
る
が
、
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
は
「
器
量
」

1
と
「
器
用
」
3
を
併
用
す
る
。
『
虎
明
本
狂
言
』
は
「
器
用
」
の
み
で
あ
る
。

そ
の
他
、
『
土
井
本
太
平
記
』
は
、
「
器
量
」
5
・
「
器
用
」
9
、
『
義
経
記
』
は
「
器
量
」
3
・
「
器
用
」
1
、
『
室
町
殿
日
記
』
で
は
「
器

量
」
7
・
「
器
用
」
5
で
あ
る
。
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
な
る
と
、
「
器
量
」
2
・
「
器
用
」
冥
『
三
河
物
語
』
で
は
「
器
量
」
1
・
「
器
用
」
6
と

な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
御
伽
草
子
』
で
は
「
器
用
」
3
の
み
で
あ
る
。

2
、
「
器
量
」
　
に
つ
い
て

室
町
時
代
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
器
量
」
も
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
「
器
量
」
の
意
味
・
用
法
は
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
多
く
が

次
に
掲
げ
る
如
く
「
器
量
Ⅲ
」
《
そ
の
地
位
や
役
割
を
全
う
す
る
に
足
る
能
力
・
力
量
（
を
持
っ
て
い
る
も
の
）
》
の
意
で
あ
る
こ
と
も
鎌
倉
時

代
以
前
と
同
じ
で
あ
る
。

○
其
方
ハ
随
分
ノ
公
輔
矧
薗
モ
ア
ル
ホ
ト
ニ
ト
テ
ア
タ
へ
タ
ソ
。
必
ス
三
公
二
成
人
ト
テ
刀
ヲ
与
へ
タ
ソ
。
（
蒙
求
抄
　
六
1
8
ウ
望

○
さ
れ
ば
学
問
の
間
年
を
重
ね
給
ふ
に
従
っ
て
、
魂
劃
（
q
i
r
i
O
）
正
し
く
御
人
物
に
生
ひ
立
た
せ
給
ふ
。
（
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
　
巻
二
甲

2
0
0
ペ
）

さ
n
や
・
つ

O
「
そ
も
く
侍
の
中
に
も
下
部
の
中
に
も
、
器
量
の
者
や
あ
る
。
あ
の
帆
柱
に
上
（
り
）
て
、
薙
鎌
に
て
蝉
の
綱
を
切
れ
」
と
ぞ
仰
せ
ら

れ
け
る
。
（
義
経
記
　
1
7
7
・
1
1
）



○
（
第
三
の
宮
は
）
せ
う
ち
ん
し
ん
わ
う
の
御
も
ん
て
い
と
な
ら
せ
給
ひ
て
、
一
を
き
い
て
十
を
さ
と
る
御
割
り
や
う
、
よ
に
又
た
く
ひ
も

な
か
り
し
か
は
、
…
た
え
な
ん
と
す
る
ゑ
み
や
う
を
つ
か
ん
こ
と
、
た
～
こ
の
も
ん
し
ゆ
の
御
と
き
な
る
へ
し
と
、
（
土
井
本
太
平
記
一

1
4
ウ
）

〇
我
其
－
杓
ハ
、
小
器
也
。
我
薗
薗
浅
見
ヤ
ス
キ
ニ
ヨ
テ
、
吾
ヲ
尊
フ
欺
。
（
荘
子
抄
四
2
3
オ
9
）

O
「
幼
く
お
は
せ
し
時
よ
り
、
矧
量
－
も
悪
し
か
ら
ず
見
え
L
に
つ
け
て
も
、
あ
は
れ
、
門
塵
を
も
継
が
せ
、
朝
庭
に
も
仕
え
さ
せ
ぼ
や
と

こ
そ
思
ひ
し
か
ど
も
、
…
」
（
あ
し
び
き
　
7
1
・
1
4
）

し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
以
前
の
法
制
の
文
章
に
於
い
て
Ⅲ
の
意
で
多
用
さ
れ
て
い
た
「
器
量
」
は
、
室
町
時
代

の
法
制
の
文
章
で
は
「
器
用
」
と
交
替
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
『
塵
芥
集
』
に
、

〇
一
ち
ゆ
ち
し
き
さ
た
ま
ら
さ
る
い
せ
ん
、
L
L
や
う
さ
う
せ
い
の
あ
と
の
事
、
か
つ
ハ
そ
の
人
の
き

ゆ
こ
の
は
か
ら
い
た
る
へ
き
也
。
（
1
3
7
ペ
）

り
や
う
に
よ
り
、
か
つ
う
ハ
し

と
あ
る
の
は
例
外
に
属
す
る
の
で
あ
る
。

室
町
時
代
に
な
る
と
川
の
意
の
「
器
量
」
は
文
章
語
的
性
格
を
持
つ
に
至
っ
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
は
「
器
量
」
（
二
例
）
と

「
器
用
」
（
二
四
例
）
と
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
「
器
量
」
の
二
例
は
い
ず
れ
も
、

〇
一
、

の
如
く
、

そ
れ
も
、

○
第
一

メ

シ

ツ

カ

フ

　

ヨ

ツ

テ

ソ

ノ

匝

川

は

匡

　

　

キ

シ

ツ

ク

人
召
l
使
－
様
、
依
二
其
器
l
軍
用
魂
可
レ
申
－
付
事
。
（
典
厩
九
十
九
ヶ
条
之
事
一
4
1
ウ
6
）

漢
文
体
の
法
制
の
文
章
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
三
河
物
語
で
も
「
器
用
」
六
例
に
対
し
て
「
器
量
」
が
一
例
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

乏
御
子
お
バ
、
惟
仁
之
親
王
と
申
キ
ハ
、
未
イ
ト
ケ
ナ
ク
ヲ
ハ
シ
マ
ス
。
（
略
）
か
れ
ハ
け
い
て
い
あ
ひ
ぶ
ん
の
き
り
や
う
な
り
。

コ

レ

ヒ

ト

（

一

8

・

4

）

の
如
く
、
「
継
体
相
分
」
と
い
っ
た
硬
い
表
現
と
と
も
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
器
　
量
」
と
「
器
　
用
」

二
七
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七
六

次
に
、
「
器
量
佃
」
《
そ
の
方
面
で
の
す
ぐ
れ
た
能
力
や
技
能
（
を
持
っ
て
い
る
も
の
）
》
の
意
を
表
す
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

○
座
頭
恩
一
来
先
日
了
庵
和
尚
挙
達
也
、
尾
張
国
者
也
、
生
年
廿
四
歳
、
六
歳
之
時
病
眼
盲
了
、
自
十
二
歳
之
年
在
京
云
々
＞
平
家
矧
劃

之
者
也
（
実
隆
公
記
　
永
正
三
年
一
〇
月
一
七
日
　
四
6
3
7
ぺ
）

○
統
秋
来
、
景
範
掲
鼓
矧
薗
之
間
、
大
概
相
伝
之
由
語
之
（
同
右
　
永
正
三
年
二
月
三
日
　
四
下
川
ぺ
）

○
新
楽
ハ
不
出
来
、
笠
ト
手
跡
ハ
矧
薗
ヨ
ー
テ
、
（
教
言
卿
記
　
応
永
一
六
年
二
月
一
日
　
三
7
4
ペ
）

「
器
量
拗
」
は
次
の
よ
う
な
複
合
語
も
生
ん
で
い
る
。

○
将
欲
剣
1
以
剣
為
誓
也
。
言
一
命
ハ
翰
ニ
マ
イ
ラ
セ
ヲ
ク
也
。
公
如
此
ク
チ
キ
リ
ヤ
ウ
ニ
云
ト
モ
、
ナ
ン
ホ
ウ
ノ
コ
ト
ヲ
カ
シ
タ
サ

ン
ス
ラ
ン
。
（
杜
詩
続
翠
抄
　
二
3
オ
1
0
）

さ
て
、
室
町
時
代
の
文
献
に
於
い
て
は
右
に
掲
げ
た
よ
う
な
「
器
量
」
川
畑
の
用
例
が
少
な
い
の
は
、
後
述
の
よ
う
に
「
器
用
」
が
そ
れ

に
替
わ
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
口
語
の
世
界
で
は
「
器
量
」
が
《
外
貌
》
の
意
を
表
す
語
と
し

て
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
た
め
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

鎌
倉
時
代
の
「
器
量
こ
と
が
ら
」
は
、
室
町
時
代
な
る
と
「
器
量
骨
柄
」
と
い
う
形
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
こ
ゝ
に
し
ま
つ
四
ら
う
と
申
し
は
、
大
ち
か
ら
の
き
こ
え
あ
っ
て
、
ま
こ
と
に
き
り
や
う
こ
と
か
ら
、

大
事
に
あ
ひ
ぬ
へ
き
も
の
な
り
と
て
、
（
土
井
本
太
平
記
　
十
3
5
ウ
）

人
に
す
く
れ
た
り
け
れ
は
、
御

○
此
弥
三
郎
と
中
は
、
み
め
か
た
ち
清
や
か
に
き
り
や
う
こ
と
が
ら
い

か
め
し
く
お
は
し
け
る
が
、
幼
き
時
よ
り
酒
を
好
み
て
多
く
飲
み

給
へ
り
。
（
伊
吹
童
子
　
上
1
8
8
・
2
）

○
こ
の
ジ
ョ
セ
フ
は
心
す
ぐ
な
る
の
み
な
ら
ず
、
魂
創
凰
嘲
樹
（
Q
i
r
i
①
（
。
t
g
a
r
a
）
な
ら
び
な
く
、
容
顔
こ
と
に
す
ぐ
れ
た
る
形
に
て
天
命
に

か
な
へ
る
人
な
れ
ば
、
行
住
坐
臥
に
至
る
ま
で
天
の
助
け
に
も
れ
給
は
ず
、
才
智
能
芸
一
つ
と
し
て
お
ろ
か
な
る
こ
と
な
き
人
な
り
。

（
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
　
巻
二
1
5
・
1
6
5
ペ
）



○
や
か
て
対
面
あ
っ
て
御
覧
す
る
に
、
先
き
り
や
う
こ
つ
か
ら
い

か
め
し
く
、
見
事
な
る
器
体
か
な
と
そ
お
ほ
し
に
け
る
。
（
室
町
殿
日
記

下
2
6
1
ペ
）

こ
つ
が
ら
　
き
り
や
う

「
器
量
骨
柄
」
は
、
『
和
漢
通
用
集
』
に
は
「
骨
柄
器
竿
－
也
」
と
あ
っ
て
、
「
骨
柄
」
と
同
意
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
右
の
例
も
《
風

采
・
体
つ
き
》
を
意
味
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
日
葡
辞
書
』
で
は
、
「
C
O
t
g
a
↑
a
・
恕
思
ミ
ミ
Q
竜
Q
的
賢
＝
計
も
疫
変
革
（
人
の
風

栄
、
ま
た
は
、
か
ら
だ
つ
き
）
」
と
解
説
し
な
が
ら
、
「
器
量
こ
つ
が
ら
」
の
方
は
「
優
雅
な
こ
と
、
よ
い
性
質
、
ま
た
は
、
よ
い
体
つ
き
」
（
前

掲
）
と
し
て
い
る
が
、
「
優
雅
な
こ
と
、
よ
い
性
質
」
は
構
成
要
素
の
「
器
量
」
の
意
味
に
引
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
器
量
ご
と
が
ら
」
は
前
代
か
ら
用
例
が
あ
っ
た
が
、
室
町
時
代
に
な
る
と
、
口
語
の
世
界
で
は
「
器
量
」
単
独
で
弄
貌
》
の
意
を
表

す
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
枝
賢
の
『
式
目
抄
』
で
は
「
器
量
」
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

ヨ
ウ
　
キ

○
器
量
ト
ハ
、
君
臣
上
下
ト
モ
こ
、
其
ノ
輿
モ
ノ
ニ
カ
ナ
ヒ
タ
ル
ヲ
、
用
ラ
ル
＼
ナ
リ
。

常

ニ
容
儀
ヲ
云
ハ
理
ニ
カ
ナ

ヨ
ウ
ハ
ウ

ハ
ス
、
容
貌
ア
シ
ク

ト
モ
、
心
ノ
堪
能
ノ
不
義
ト
ヲ
以
テ
、
器
量
ト
イ
ヒ
、
不
器
ト
云
ナ
リ
。
刃
か
勲

カ
ン
ノ
ウ
　
　
　
フ
　
　
カ
ン

カ
＼
リ
ハ
ア
シ
ク
ト
モ
、

君
ハ
君
タ
ル
御
心
マ
シ

マ
ス
ヲ
器
量
ノ
主
君
ト
申
シ
、
臣
ハ
、
臣
タ
ル
道
二
心
ヲ
ソ
メ
テ
、
臣
タ
ル
理
ニ
ヨ
ク
叶
タ
ル
ヲ
器
量
ト
云
ナ
リ
。
器
量
ア
リ
テ
君
へ

忠
勤
ア
ル
モ
ノ
ナ
ラ
バ
、
遺
財
未
処
分
モ
重
ク
充
行
ナ
ハ
ル
ヘ
シ
。
（
6
0
ウ
）

こ
の
解
説
は
、
「
器
量
」
が
i
「
容
貌
」
の
み
で
は
な
く
、
‥
1
1
「
ス
ガ
タ
カ
カ
リ
」
す
な
わ
ち
「
体
つ
き
」
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
「
立
派
な
体
格
」
と
言
え
ば
一
般
に
は
「
背
が
高
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
器
量
ト
ハ
、
今
ハ
人
ノ
セ

イ
高
ヲ
云
ト
斗
心
得
ル

甚
非
也
。

我
家
く
ノ
職
ヲ
ヨ
ク
ス
ル
者
ソ
。
器
量
二
堪
タ
ル
者
ト
云
ソ
。
イ
カ
ニ

こ

諸
芸
二
達
シ
タ
リ
ト
モ
、
我
家
ノ
事
ヲ
エ
セ
ス
ン
ハ
、
不
レ
堪
義
軍
者
ソ
。
諸
芸
ニ
ハ
一
向
不
達
ト
モ
、
我
力
本
ノ
能
ヲ
タ
ニ
ヨ
ク
セ

ハ
、
所
領
等
ヲ
モ
可
譲
也
。
（
清
原
業
忠
貞
永
式
目
聞
書
　
3
9
5
ペ
）

○
器
量
　
－
　
此
器
量
ト
ハ
、
セ
イ
高

オ
）

ク
ヨ
イ
男
ヲ
云
デ

ハ
ナ
イ
ソ
。

君
臣
上
下
共
こ
、
其
器
二
堪
タ
ル
ヲ
云
。
（
陽
明
文
庫
蔵
和
朝
論
砂
　
2
5

「
器
　
　
量
」
と
「
器
　
　
用
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

と
い
う
解
説
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
中
核
的
意
味
が
「
風
宋
・
体
つ
き
」
　
で
あ
る
こ
と
は
、

二
七
八

○
セ
イ
ノ
ミ
シ
カ
ウ
、
キ
リ
ヤ
ウ
ノ
小
ナ
ヲ
保
儒
ト
云
ソ
。
（
玉
塵
一
五
4
3
オ
）

の
よ
う
な
用
例
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

…
「
容
貌
」
の
意
の
「
器
量
」
と
し
て
は
、
す
で
に
指
摘
の
あ
る
も
の
の
外
に
次
の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。

○
ひ
た
い
を
も
御
と
り
候
て
、
ひ
ん
を
も
御
つ
け
候
ハ
～
、
一
段
の
き
り
や
う
に
て
御
座
候
虞
こ
、
（
吉
川
元
春
日
筆
書
状
　
年
未
詳
　
吉
川

家
　
（
二
）
　
4
0
2
ペ
）

惇

　

く

ぴ

○
う
た
れ
た
る
者
の
そ
の
な
か
に
、
器
量
よ
き
首
を
か
き
切
り
て
た
か
き
所
へ
走
り
あ
が
り
、
腹
十
文
字
に
か
き
切
り
て
、
（
師
門
物
語
　
下

375・12）

○
そ
の
上
、
葡
萄
討
（
q
i
r
i
ぎ
a
）
男
と
喧
嘩
し
て
、
あ
ち
か
ら
身
を
刺
し
殺
さ
う
と
せ
ら
れ
た
れ
ど
も
、
我
は
兵
法
の
上
手
で
ご
ざ
れ
ば
、

と
か
く
相
手
に
移
し
い
二
つ
二
二
つ
の
庇
を
付
け
ま
ら
し
た
。
（
コ
リ
ヤ
ー
ド
　
さ
ん
げ
録
　
3
2
∴
望

『
さ
ん
げ
録
』
の
例
は
、
形
容
動
詞
化
し
た
例
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
大
塚
（
一
九
八
五
）
で
は
、
こ
の
「
器
量
な
」
に
つ
い
て
、
「
強
い
男
、

「
R
O
b
u
s
t
u
s
∵
く
巴
i
e
ロ
t
e
y
r
O
b
u
s
t
O
．
（
勇
気
の
あ
る
、
強
い
V
 
q
i
r
i
g
a
L
（
羅
西
日
）
。
日
葡
辞
書
は
、
「
優
雅
、
ま
た
、
良
い
性
質
、
す
ぐ

れ
た
才
能
」
と
す
る
。
」
と
注
を
付
し
て
お
ら
れ
る
。
『
羅
西
日
辞
書
』
は
、
「
器
量
」
が
「
体
格
が
立
派
で
あ
る
さ
ま
」
の
意
で
あ
っ
た
が
ゆ

え
に
、
そ
の
属
性
の
一
つ
と
し
て
「
勇
気
の
あ
る
、
強
い
」
と
解
説
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

形
容
動
詞
化
し
た
「
器
量
」
が
述
語
に
立
っ
て
「
（
容
貌
・
体
つ
き
が
）
り
っ
ぱ
で
あ
る
さ
ま
で
あ
る
」
と
い
う
意
を
表
す
例
も
あ
る
。

○
只
今
汝
の
見
る
リ
シ
コ
マ
は
未
だ
妻
女
の
定
め
も
な
け
れ
ば
、
御
辺
を
妻
と
定
め
ん
と
思
ふ
は
、
い
か
に
？
　
こ
れ
す
な
は
ち
ロ
ー
マ

に
お
い
て
や
ご
と
な
き
人
な
り
。
こ
と
さ
ら
そ
の
人
物
も
寄
付
（
q
i
r
i
g
）
し
て
、
究
寛
の
美
男
な
り
。
（
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
　
巻
一

2

7

7

　

1

2

2

ペ

）

（
4
）

次
の
「
器
量
」
も
《
外
貌
》
を
表
す
も
の
で
あ
る
が
、
…
‥
n
の
い
ず
れ
と
も
解
し
得
る
も
の
で
あ
る
。



○
少
き
り
や
う
の
よ
き
人
、

衣
装
り
や
う
こ
し
な
と
も
の
数
寄
に
こ
し
ら
へ
た
る
人
を
見
て
は
、
さ
し
よ
っ
て
、
空
は
め
を
し
、
又
は
あ

つ
こ
う
な
と
い
ひ
て
、
機
を
立
さ
せ
ん
と
し
ゆ
ノ
＼
に
な
ふ
り
あ
な
と
り
て
と
を
り
け
り
。
（
室
町
殿
日
記
　
2
3
3
好
喧
嘩
徒
党
之
事
下
2
5
5

ペ
）

3
、
「
器
量
」
か
ら
「
器
用
」
　
へ

室
町
時
代
に
は
「
器
用
」
の
勢
力
が
増
大
し
、
そ
の
意
味
・
用
法
を
拡
大
し
て
い
る
。
先
ず
、
鎌
倉
時
代
に
『
御
成
敗
式
目
』
を
初
め
と

す
る
法
制
の
文
章
に
用
い
ら
れ
て
い
た
「
器
量
Ⅲ
」
は
、
『
建
武
式
目
』
を
初
め
と
す
る
室
町
時
代
の
幕
府
法
に
於
い
て
は
「
器
用
」
が
専
ら

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

〇
一
諸
国
守
護
人
殊
可
レ
被
レ
択
二
政
務
樹
矧
壷
（
略
）
尤
被
レ
補
二
圏
矧
嘉
、
可
レ
叶
二
撫
民
之
儀
車
。
（
建
武
式
目
　
5
ぺ
）

〇
一
可
レ
被
レ
選
二
近
習
者
壷
（
略
）
尤
可
レ
被
レ
択
二
其
圏
矧
一
（
同
右
　
6
ぺ
）

○
（
一
徒
弟
院
住
持
事
）
師
門
中
不
レ
択
こ
圏
輿
任
二
腐
次
壷
之
由
有
こ
其
聞
一
（
追
加
法
大
小
禅
剰
規
式
條
々
　
文
和
三
年
九
月
廿
二
日
　
3
6

ぺ
）

○
将
又
社
務
出
二
非
拠
吹
嘘
一
考
経
二
　
奏
輿
改
二
所
職
」
可
レ
被
レ
補
二
樹
矧
之
仁
奏
。
（
追
加
法
話
社
押
入
等
訴
申
喧
嘩
事
応
安
五
年
十

一
月
十
八
日
　
5
3
ペ
）

○
是
蓋
維
那
之
職
、
以
レ
為
二
不
仁
一
頃
於
二
以
後
衷
真
樹
用
l
之
中
一
可
レ
用
之
由
、
厳
被
二
仰
出
一
也
。
（
東
寺
百
合
文
書
長
禄
二
年
六
月
廿

四
日
条
　
2
2
7
ペ
）

○
（
一
三
名
択
用
事
）
不
レ
論
二
国
遠
近
」
可
レ
被
レ
登
庸
其
魂
矧
之
仁
一
（
追
加
法
　
大
小
禅
剰
規
武
儀
々
　
文
和
三
年
九
月
廿
二
日
　
3
4
ぺ
）

こ
の
よ
う
な
「
器
用
」
の
用
法
は
鎌
倉
時
代
か
ら
す
で
に
見
ら
れ
た
が
、
室
町
時
代
で
は
一
般
化
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
『
貞
永
式
目
』

第
二
七
条
の
「
器
量
」
に
対
す
る
抄
物
の
解
説
の
こ
と
ば
に
は
、

「
器
　
　
量
」
と
「
器
　
　
用
」

二
七
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

こ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

○
此
式
目
　
嫡
庶
不
レ
可
レ
入
、
矧
矧
仁
輿
レ
多
也
。
（
正
雪
本
御
成
敗
式
目
抄
　
2
4
オ
）

二
八
〇

○
又
イ
カ
ニ
嫡
子
ナ
リ
共
、
不
器
用
ノ
者
ナ
ラ
バ
、
庶
子
ノ
器
用
ノ
者
二
多
可
与
也
。
（
御
成
敗
式
目
抄
岩
崎
本
　
3
2
0
ぺ
）

の
如
く
「
器
用
」
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
か
の
　
『
二
条
河
落
書
』
　
に
於
い
て
も
、

○
埠
瑚
堪
否
沙
汰
モ
ナ
ク
、
モ
ル
＼
人
ナ
キ
決
断
所
。

と
あ
る
。

法
制
の
文
章
以
外
か
ら
の
用
例
を
掲
げ
る
。

○
太
子
ノ
矧
矧
モ
ナ
ウ
テ
任
二
不
堪
シ
テ
カ
ア
ラ
ウ
ス
ラ
ウ
ト
テ
ソ
。
（
史
記
抄
　
二
6
2
ウ
5
）

〇
一
云
（
略
）
言
ハ
此
人
ハ
幼
少
ヨ
リ
其
圏
矧
天
下
ノ
大
材
ナ
ル
へ
キ
人
ナ
ル
ソ
。
（
四
河
入
海
　
二
十
四
ノ
二
3
1
ウ
1
3
）

○
注
臣
学
－
儀
礼
ノ
聴
礼
ノ
文
君
ノ
ソ
ン
チ
ヤ
ウ
ソ
コ
へ
ユ
ケ
ト
ア
ル
ト
キ
こ
、
一
旦
ハ
辞
退
申
ス
ソ
。
英
樹
㈲
カ
ナ
イ
ホ
ト
こ
ト
云

ソ
。
（
毛
詩
抄
　
九
5
ウ
8
）

○
敦
二
云
コ
ト
ハ
只
物
テ
ハ
ナ
イ
大
将
ニ
ナ
ラ
ウ
樹
脚
力
ア
ル
ト
云
タ
ソ
（
蒙
求
抄
一
1
4
オ
8
）

○
せ
ん
て
い
ゑ
い
ら
ん
あ
っ
て
、
「
ま
こ
と
に
ぶ
よ
う
の
副
割
引
た
り
、
も
っ
と
も
よ
し
さ
た
か
い
へ
を
も
お
こ
す
へ
き
も
の
な
り
」
と
て
、

（
土
井
本
太
平
記
　
三
十
三
6
2
オ
）

バ
ン
チ
ヤ
ウ

○
然
間
、
人
を
召
つ
か
う
事
、
番
匠
之
木
を
つ
か
う
が
ご
と
し
。
長
来
お
バ
、
う
つ
ぼ
り
に
し
、
み
じ
か
き
お
バ
、
ひ
じ
き
・
つ
か
ば
し

ら
に
す
。
如
此
人
の
割
判
引
、
ぶ
ん
げ
ん
に
し
た
が
い
て
、
心
も
ち
を
し
て
、
あ
て
が
い
つ
か
ふ
。
（
三
河
物
語
　
三
3
8
7
・
9
）

右
に
掲
げ
た
　
「
器
用
」
は
名
詞
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。

○
質
誼
ハ
洛
陽
少
年
ト
云
ワ
レ
タ
人
ソ
。
今
ハ
、
サ
ヤ
ウ
ノ
矧
嘲
ノ
ワ
カ
キ
人
モ
無
ソ
。
（
湯
山
聯
句
抄
　
8
2
ウ
8
）

の
よ
う
な
「
器
用
十
ノ
＋
体
言
」
形
は
「
器
量
」
に
も
見
ら
れ
た
が
、
「
器
用
」
は
更
に
用
法
を
拡
大
し
、
形
容
動
詞
化
し
て
《
そ
の
地
位
や

役
割
を
全
う
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
す
ぐ
れ
た
能
力
を
持
っ
て
い
る
さ
ま
で
あ
る
》
の
意
で
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。



○
孝
子
力
父
ノ
糞
ヲ
ノ
ソ
イ
テ
初
テ
内
裏
へ
マ
イ
ル
時
ニ
キ
ヨ
ウ
ナ
程
二
大
将
ヲ
サ
セ
ラ
ル
＼
ソ
。
（
毛
詩
抄
　
十
四
1
0
オ
1
4
）

○
ア
ゲ
ク
ニ
矧
矧
ナ
l
者
ハ
、
後
ニ
ム
ホ
ン
ヲ
起
ス
ト
テ
カ
ラ
メ
テ
切
ラ
レ
タ
ソ
。
（
中
興
禅
林
風
月
集
抄
　
2
2
ウ
8
）

○
坑
表
1
夷
中
二
魂
矧
刃
者
カ
ア
レ
ト
モ
天
子
ハ
ト
コ
ニ
矧
矧
刃
者
カ
ア
ル
ト
云
「
ヲ
御
存
知
ナ
イ
ソ
。
（
蒙
求
抄
序
6
オ
）

○
上
カ
ラ
召
出
サ
ル
＼
者
モ
無
器
用
ナ
者
ヲ

ハ
官
ニ
ナ
サ
メ
ソ
。
（
蒙
求
抄
　
二
2
9
オ
1
0
）

○
君
之
御
ブ
キ
ヤ
ウ
ナ
ラ

バ
、
各
々
モ
リ
立
申
セ
ト
ノ
儀
成
。
君
之
御
ブ
キ
ヤ
ウ
ニ
テ
、

ハ
ジ
メ

各
々
ヲ
初
申
、
我
々
迄
モ
、
フ
ノ
ア
敷
事
ナ
レ

供
、
（
三
河
物
語
一
3
7
・
5
）

こ
れ
ら
の
「
器
用
ナ
」
が
単
な
る
等
ぐ
れ
た
能
力
・
力
量
を
持
っ
て
い
る
さ
ま
》
を
表
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
『
甲
陽
軍
鑑
』
の
次
の

よ
う
な
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
。

○
分
別
有
ル
や
う
に
て
無
分
別
な
り
。
き
や
う
な
る
や
う
に
て
、
い
じ
き
た
な
し
。
（
四
1
6
オ
1
）

「
器
用
ナ
」
が
「
い
じ
き
た
な
し
」
の
対
義
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
『
甲
陽
軍
鑑
』
に
は
「
器
用
ダ
テ
」

ち
ぎ
や
う

と
い
う
言
葉
も
見
ら
れ
る
。

○
さ
だ
ま
り
て
み
れ
ん
な
る
大
将
は
、
心
せ
ぱ
く
、
い
じ
む
さ
け
れ
ど
、
き
や
う
だ
て
を
あ
そ
ば
し

知
行
・
所
り
や
う
・
金
銭
・
べ
い

銭
を
、
善
悪
の
あ
て
事
も
な
く
人
に
く
れ
、
く
ふ
う
な
け
れ
共
、
分
別
あ
る
ふ
り
を
し
て
、
殊
の
外
ね
ち
ミ
や
く
に
て
、
万
事
ね
ば
し
。

（
五
2
ウ
6
）

「
器
用
ダ
テ
」
と
は
、
そ
の
身
は
「
器
用
」
で
も
無
い
の
に
、
所
領
や
金
銭
を
下
の
者
に
与
え
た
り
し
て
、
「
器
量
」
が
あ
る
よ
う
に
振
る
舞

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

次
に
、
室
町
時
代
に
は
「
器
用
」
が
「
器
量
拗
」
等
の
方
面
で
の
す
ぐ
れ
た
能
力
・
技
能
（
を
持
っ
て
い
る
も
の
）
》
の
意
と
し
て
も
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

○
郵
－
妙
1
ハ
、
貴
方
ハ
ヨ
イ
斧
ノ
ア
テ
ソ
ト
云
心
ソ
。
矧
凧
ノ
人
テ
有
ホ
ト
こ
、
是
ヲ
ヲ
ス
エ
ウ
ソ
。
（
山
谷
抄
　
∵
諏
オ
1
）
匝
は
に
け

○
此
猿
よ
う
ぎ
こ
つ
が
ら
よ
き
若
き
者
也
。
心
ば
へ
も
い
つ
く
し
く
、
弓
・
鞠
・
包
丁
・
詩
歌
・
管
弦
、
ひ
と
つ
も
欠
く
る
事
な
く
、
器
用

「
器
　
量
」
と
「
器
　
用
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
一



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

の
ま
し
ら
也
。
（
猿
の
草
子
　
上
硯
・
4
～
6
）

こ
の
意
味
の
「
器
用
」
も
右
の
よ
う
な
名
詞
の
用
法
は
少
な
く
、
形
容
動
詞
化
し
て
、
《
そ
の
方
面
で
す
ぐ
れ
た
才
能
を
発
揮
す
る
さ
ま
で
あ

る
》
の
意
と
し
て
盛
ん
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
子
之
　
－
心
［
］
前
ト
同
茂
ハ
茂
才
ノ
心
ソ
。
器
用
ナ
人
テ
御
座
ル
ト
云
心
ソ
。
狩
二
樹
矧
刃
人
ト
云
心
ソ
。
（
毛
詩
抄
　
五
4
ウ
2
・
3
）

○
さ
て
重
斎
は
い
ま
だ
若
年
に
て
兵
法
の
御
執
心
に
て
お
は
し
ま
せ
は
定
而
御
薗
矧
吋
こ
そ
候
は
め
（
室
町
殿
日
記
　
下
2
6
8
ペ
）

き
よ
ヽ
う

○
桜
本
に
て
学
文
す
る
程
に
、
精
は
月
日
の
重
な
る
に
随
ひ
て
、
人
に
勝
て
は
か
ぐ
し
。
学
問
世
に
越
え
て
矧
矧
な
り
。
（
義
経
記
　
1
2
6

1
）

○
歌
・
連
歌
・
弓
・
包
丁
・
笛
・
尺
八
・
太
鼓
・
鼓
・
音
曲
・
走
舞
・
文
ノ
物
読
ミ
・
セ
＼
リ
ガ
キ
ナ
ン
ド
ヲ
シ
テ
、
十
人
ヅ
レ
こ
判
到

ウ
功
刃
ト
イ
ハ
ル
＼
分
ニ
テ
、
（
本
福
寺
跡
書
　
2
3
1
・
9
）

○
浄
閑
又
、
物
の
き
や
う
な
る
人
に
て
、
諸
げ
い
に
た
つ
し
、

す
で
に
の
ふ
な
ど
す
る
事
も
、
（
甲
陽
軍
鑑
一
五
2
0
オ
1
）

〇
十
七
の
冬
の
こ
ろ
、
刈
田
の
兵
衛
殿
の
ひ
と
り
姫
浄
瑠
璃
御
前
と
申
て
、
と
し
十
七
に
な
ら
せ
た
ま
ふ
が
、
琴
、
琵
琶
を
ひ
き
、
手
跡

匝

匝

け

器
用
に
て
、
歌
の
道
や
さ
し
き
こ
と
を
つ
た
へ
聞
き
た
ま
ひ
て
、
か
の
浄
瑠
璃
御
前
を
請
ひ
と
り
申
。
（
師
門
物
語
　
下
3
6
5
・
9

さ
ら
に
は
、
「
器
用
ニ
」
と
連
用
修
飾
語
と
し
て
用
い
る
例
も
稀
な
が
ら
す
で
に
見
ら
れ
る
。

〇
一
、
底
ノ
心
偽
テ
、
上
ニ
ハ
何
へ
モ
、
「
心
得
ヨ
キ
人
」
ト
人
二
見
エ
テ
、
連
歌
ヲ
シ
、
走
舞
細
工
ヲ
コ
キ
ヨ
ウ
ニ
シ
、
（
本
福
寺
跡
書
　
墾

9
）

か
く
て
、
現
代
の
「
器
用
ナ
」
　
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

な
お
、
宣
賢
『
六
着
秘
抄
』
　
に
、

○
軍
用
ト
ハ
軍
ノ
矧
矧
也
。
講
義
ニ
ハ
器
用
ヲ
ハ
委
ハ
注
セ
サ
ル
ホ
ト
ニ
一
向
知
ラ
レ
ス
、
上
古
ノ
器
ナ
レ
ハ
今
ハ
知
ラ
レ
ヌ
モ
ノ
ト
モ

也
。
兵
器
ノ
図
二
色
ア
リ
。
（
京
大
本
　
下
1
オ
）



の
よ
う
な
例
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
兵
器
」
の
意
の
「
器
用
」
で
あ
。
、
宣
賢
の
説
く
よ
う
に
中
国
語
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
よ
う
に
室
町
時
代
に
は
「
器
量
川
畑
」
の
意
味
領
域
を
「
器
用
」
が
担
う
よ
う
に
な
。
、
更
に
そ
の
用
法
を
拡
大
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
「
器
用
」
が
「
器
量
㈲
」
《
容
姿
・
風
采
》
の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
起
こ
る
の
は
自
然
な

こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
器
量
こ
と
が
ら
・
器
量
骨
柄
」
に
対
応
し
て
は
、
「
器
用
こ
と
が
ら
・
器
用
骨
柄
」
も
見
ら
れ
る
。

○
器
用
こ
と
か

さ
る
て
い
に
み
え
給
ひ
け
れ
は
、
げ
ん
ゑ
ほ
う
ゐ
ん
こ
と
の
て
い
を
え
て
、
（
土
井
本
太
平
記
二
十
六
m
オ
）

（

、

、

1

ツ

′

l

J

′

J

、

．

・

・

・

H

－

、

、

く

　

く

、

『
太
平
記
』
の
例
は
森
田
（
完
七
六
）
の
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
虎
明
本
狂
言
』
の
例
は
、
『
猷
㌘
誓
集
の
研
究
』
で
「
才
能
あ
る

こ
と
と
人
柄
」
と
注
す
る
が
、
空
谷
姿
・
風
采
》
の
意
味
と
す
べ
き
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
器
用
骨
相
」
と
い
う
語
形
も
見
ら
れ
る
。

〇
一
云
（
略
）
言
ハ
汝
ハ
長
程
二
学
テ
射
ハ
ヨ
カ
ル
へ
キ
ソ
、
射
二
器
用
ナ
ソ
、
ナ
セ
ニ
ト
云
ヘ
ハ
身
ノ
長
モ
長
ノ
射
ヲ
習
学
ノ
器
矧
等
l

相
カ
ア
ル
程
ニ
ソ
。
（
四
河
入
海
一
九
ノ
四
7
5
ウ
1
・
2
）

こ
の
よ
う
な
「
器
量
」
と
「
器
用
」
と
の
通
用
が
背
景
に
あ
っ
て
、
冒
頭
に
掲
げ
た
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
』
の
「
器
用
」
の
如
く
、
単

独
で
空
谷
姿
・
風
采
》
の
意
を
表
す
こ
と
が
起
こ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

他
の
例
を
掲
げ
る
。

〇
二
云
（
略
）
玉
大
ハ
人
物
器
用
ヨ
キ
人
ヲ
云
ソ
。
（
四
河
入
海
二
十
二
ノ
一
1
5
オ
2
）

○
顔
（
顔
如
二
渥
丹
衰
君
也
哉
〉
1
諸
侯
ニ
ナ
ツ
テ
モ
ウ
テ
ヌ
人
チ
ヤ
。
赤
面
ナ
人
ソ
。
水
二
久
ク
ツ
ケ
テ
ヲ
イ
タ
レ
ハ
ウ
ツ
ク
シ
ウ

赤
イ
其
丹
ノ
ヤ
ウ
ナ
人
ソ
。
キ
ヨ
ウ
コ
ツ
カ
ラ
誠
二
秦
ノ
君
ト
云
テ
ウ
テ
ヌ
人
ソ
。
カ
ウ
云
心
ハ
、
衣
裳
ニ
モ
封
冒
l
ニ
モ
ヨ
ラ
メ
物

チ
ヤ
ソ
。
徳
ヲ
治
メ
イ
テ
ハ
チ
ヤ
ソ
。
（
毛
詩
抄
　
六
3
0
オ
1
6
～
3
0
ウ
1
）

○
不
修
儀
－
ハ
威
儀
人
物
ヲ
立
テ
刺
剖
引
ヲ
タ
シ
ナ
ミ
ナ
ン
ト
モ
セ
メ
ソ
。
質
素
ノ
ホ
ト
ニ
ソ
。
（
蒙
求
抄
三
等
6
）

○
こ
な
た
は
き
よ
う

こ
つ
が
ら
人
に
す
ぐ
れ
て
ご
ざ
る
程
に
、
弓
を
よ
う
あ
そ
ば
さ
う
。
（
虎
明
本
狂
言
名
取
川
中
聖
1
7
）

「
器
　
量
」
と
「
器
　
用
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八
四

〇
愉
ハ
三
公
ノ
才
ハ
ア
レ
共
打
見
ハ
三
公
ノ
璃
矧
ハ
ナ
イ
ソ
。
渾
ハ
打
見
ハ
三
公
二
成
サ
ウ
ナ
人
ナ
レ
ト
モ
三
公
ノ
才
カ
ナ
イ
ソ
。
駿
ハ

才
望
相
カ
ネ
タ
ソ
。
（
蒙
求
抄
　
七
7
オ
1
3
）

○
わ
ご
り
よ
は
き
l
割
引
は
よ
し
、
に
わ
う
に
な
っ
て
、
人
を
ま
い
ら
せ
て
、
さ
い
せ
ん
な
り
共
と
り
て
や
ら
ふ
が
、
其
分
で
は
な
る
ま
ひ

か
。
（
虎
明
本
狂
言
　
に
わ
う
　
下
5
9
・
6
）

『
四
河
入
海
』
『
毛
詩
抄
』
の
例
は
大
塚
二
九
九
八
）
の
指
摘
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
虎
明
本
狂
言
』
の
例
に
つ
い
て
、
前
掲
書
で
は
「
技

能
が
す
ぐ
れ
て
い
る
。
仁
王
に
変
身
す
る
の
が
上
手
な
こ
と
を
い
う
」
と
注
す
る
が
、
「
体
格
が
良
い
」
意
、
す
な
わ
ち
《
容
姿
・
風
宋
》
の

意
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
「
器
用
」
が
《
容
姿
・
風
采
》
の
意
に
も
用
い
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
時
的
な
現
象
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
「
器
用
」
は
、
「
器
量
川
畑
」
の
意
に
於
い
て
は
形
容
動
詞
を
派
生
し
て
用
法
を
拡
大
し
て
い
る
が
、
「
器
量
畑
」
の
意
の
場
合

は
そ
の
よ
う
な
用
法
の
拡
大
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
「
器
量
」
は
「
器
量
㈲
」
の
意
を
表
す
語
と
し
て
形
容
動
詞
形
も
派
生
し
て
独
自
の
道

を
歩
む
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

「
器
量
」
と
「
器
用
」
の
意
味
変
化
は
、
類
義
関
係
に
あ
っ
た
二
語
が
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
分
担
を
明
確
化
す
る
方
向
に
於
い
て
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
「
器
量
」
と
「
器
用
」
と
の
通
用
は
、
両
者
が
「
器
」
と
い
う
共
通
の
構
成
要
素
を
持
つ
ゆ
え
に
、
そ
の
可
能
性
を
も

と
も
と
率
ん
で
い
た
。
そ
し
て
、
意
味
的
衝
突
の
結
果
、
「
器
量
」
は
《
容
姿
・
風
采
》
と
い
う
《
外
貌
》
の
意
、
「
器
用
」
は
《
能
力
・
技

能
》
の
意
へ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
意
義
を
分
担
す
る
方
向
に
進
ん
だ
。
室
町
時
代
に
「
器
用
」
が
《
外
貌
》
の
意
を
表
す
例
が
見
ら
れ
る
の
は
、

こ
の
両
者
の
意
義
分
担
が
未
だ
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
時
期
に
於
け
る
一
時
的
な
口
語
現
象
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。



注（
1
）
　
『
今
昔
物
語
』
　
に
、

○
然
テ
此
ノ
清
廉
、
山
城
・
大
和
・
伊
賀
三
箇
国
こ
、
田
ヲ
多
ク
作
テ
醜
劃
ノ
徳
人
ニ
テ
有
ル
こ
、
（
五
聖
1
6
）

の
例
が
あ
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
の
注
で
、
『
今
昔
物
語
』
に
は
「
器
量
」
を
イ
カ
メ
シ
と
訓
む
例
が
あ
り
、
こ
の
「
器
量
」
も
「
訓
読
す
れ
ば
、

イ
カ
メ
シ
ノ
で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
「
器
量
佃
」
の
用
例
に
加
え
る
べ
き
か
。

（
2
）
　
栗
（
一
九
九
六
）
の
指
摘
さ
れ
た
例
で
あ
る
が
、

○
僧
都
少
年
離
家
登
山
。
弘
延
阿
閣
梨
為
師
。
常
住
具
足
房
。
天
性
聡
恵
。
憶
持
無
極
。
容
顔
矧
尋
身
体
強
力
也
。
（
大
日
本
国
法
華
経
験
記
中

5

3

2

・

上

1

4

）

○
右
金
吾
小
児
送
彼
亭
了
、
此
十
皆
目
坐
此
家
中
也
、
若
君
之
容
髄
甚
器
量
也
、
向
後
有
憑
（
中
右
記
　
七
4
9
下
7
）

の
如
く
、
「
容
顔
」
あ
る
い
は
「
容
体
」
と
い
っ
た
舎
外
貌
》
を
形
容
す
る
述
語
と
し
て
用
い
ら
る
「
器
量
」
が
あ
る
。
『
色
葉
芋
類
抄
』
に
「
器
量
」

を
「
イ
カ
メ
シ
」
と
訓
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
「
器
量
」
も
「
イ
カ
メ
シ
」
と
同
義
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
3
）
　
例
え
ば
、
巻
二
〇
か
ら
巻
三
二
ま
で
で
は
、
「
器
量
」
は
四
二
例
に
対
し
て
、
「
器
用
」
は
六
例
に
過
ぎ
な
い
と
い
っ
た
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
な
お
、

「
機
量
」
と
い
う
表
記
例
も
あ
る
。

○
右
、
就
楓
劃
仁
、
以
□
事
、
定
其
仁
時
、
出
難
辞
者
、
満
寺
一
同
、
一
年
中
不
可
同
座
由
、
依
衆
儀
、
記
録
如
件
（
東
大
寺
衆
議
定
文
　
三
〇
1
5
5

ぺ
）

（
4
）
　
『
曽
我
物
語
』
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悼
悍
l
フ

O
「
直
垂
の
き
様
、
行
膵
の
ひ
き
あ
わ
せ
、
馬
の
り
姿
、
手
綱
の
取
や
う
、
十
即
は
、
父
に
に
た
れ
ど
も
、
器
量
は
、
は
る
か
の
お
と
り
な
り
…
」

（
2
9
0
・
1
）

の
例
が
あ
る
。
底
本
は
古
典
文
学
大
系
本
に
よ
っ
て
い
る
が
、
そ
の
頭
注
に
「
諸
本
に
よ
っ
て
、
底
本
（
十
行
古
活
字
本
）
の
「
き
よ
う
」
を
改
む
。

容
姿
の
意
。
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
に
は
「
器
用
」
も
墓
姿
・
風
宋
》
を
表
し
得
る
の
で
、
意
味
の
面
か
ら
は
底

本
を
改
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

「
器
　
　
量
」
と
「
器
　
　
用
」



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

【
参
考
文
献
】

大
塚
光
信
『
エ
ソ
ポ
の
ハ
ブ
ラ
ス
私
注
』
　
（
臨
川
書
店
一
九
八
三
・
三
）

同
　
　
　
『
コ
リ
ヤ
ー
ド
さ
ん
げ
ろ
く
私
注
』
　
（
臨
川
書
店
一
九
八
五
二
〇
）

同
　
　
　
「
鶏
肋
片
々
」
　
（
国
語
国
文
一
九
九
八
・
三
）

佐
藤
喜
代
治
『
日
本
の
漢
語
』
　
（
角
川
書
店
一
九
七
九
・
一
〇
）

森
田
　
武
『
天
草
版
難
語
句
解
の
研
究
』
　
（
清
文
堂
出
版
一
九
七
六
・
三
）

菓
　
竹
民
「
漢
語
の
意
味
変
化
に
つ
い
て
ー
　
「
器
量
」
を
中
心
に
－
」
　
（
平
成
八
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
発
表
資
料
一
九
九
六
・
八
）

【
調
査
文
献
の
底
本
】

鎌
倉
幕
府
法
追
加
法
は
『
中
世
法
制
史
料
集
　
第
一
巻
鎌
倉
幕
府
法
』
、
『
北
条
実
時
家
訓
』
『
竹
崎
季
長
置
文
』
『
宗
像
民
事
書
」
は
『
中
世
政
治

社
会
思
想
上
』
、
『
愚
管
抄
』
『
保
元
物
語
』
『
覚
一
本
平
家
物
語
』
『
今
昔
物
語
』
『
平
治
物
語
』
『
義
経
記
』
『
曽
我
物
語
』
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』
、

『
十
訓
抄
』
は
『
古
典
文
庫
』
、
『
塵
芥
集
』
は
『
中
世
法
制
史
料
集
第
三
巻
　
武
家
家
法
』
、
『
室
町
殿
日
記
』
は
、
『
京
都
大
学
国
語
国
文
学
資
料

叢
書
〓
ハ
』
、
『
甲
陽
軍
鑑
』
は
酒
井
憲
二
氏
『
甲
陽
軍
鑑
大
成
』
、
『
清
原
業
忠
貞
永
式
目
聞
書
』
　
『
御
成
敗
式
目
抄
岩
崎
本
』
は
『
中
世
法
制
史
料

集
別
巻
　
御
成
敗
式
目
注
釈
書
集
要
』
、
『
建
武
式
目
』
お
よ
び
室
町
幕
府
法
追
加
法
は
『
中
世
法
制
史
料
集
第
二
巻
　
室
町
幕
府
法
』
、
『
渋
谷
重
門

置
文
』
『
朝
倉
英
林
壁
書
』
は
『
中
世
政
治
社
会
思
想
上
』
、
『
本
福
寺
跡
書
』
　
『
本
福
寺
跡
書
』
は
『
日
本
思
想
大
系
　
蓮
如
一
向
一
揆
』
、
吉
川
元

春
日
筆
書
状
は
『
大
日
本
古
文
書
家
わ
け
第
九
』
、
『
虎
明
本
狂
言
』
は
『
献
明
欄
狂
言
集
の
研
究
』
、
『
猿
の
草
子
』
『
伊
吹
童
子
』
『
あ
し
び
き
』
『
肺

門
物
語
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
大
系
『
室
町
物
語
集
（
上
下
）
』
　
に
よ
る
。
そ
の
他
は
複
製
本
あ
る
い
は
紙
焼
写
真
に
よ
る
。

（
付
記
）
　
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
大
塚
光
信
先
生
よ
り
室
町
時
代
の
多
く
の
貴
重
な
用
例
を
御
教
示
賜
っ
た
。
こ
こ
に
明
記
し
て
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。




